
経営理念・CSV戦略　サステナブル社会実現への責任と取り組み
- 17 -

経営理念・CSV戦略　サステナブル社会実現への責任と取り組み

統合報告パート

積水ハウスの住まいづくり

事業価値の根底にある社会と共有する価値

当社沿革（外部リンク）

http://www.sekisuihouse.co.jp/company/info/history.html


経営理念・CSV戦略　サステナブル社会実現への責任と取り組み

■統合報告パート
　　　積水ハウスグループの概要
　　　持続可能性を基軸に据え、三つのビジネスモデルで企業価値の成長へ
　　　積水ハウスグループ独自の強みを価値創造の原動力に
　　　11年間の主要財務データと主な取り組み
　　　住宅産業をリードする積水ハウスグループ
　　　積水ハウスグループの価値創造
　　　2014年度中期経営計画とCSV戦略
　　　株主様・投資家様とのコミュニケーション
　　　ステークホルダーとともに創る未来
　　　　　　ステークホルダーコミュニケーション指針
　　　　　　創業以来、一貫して「お客様第一」に徹し、CS経営を推進
　　　　　　お客様アンケートの分析とフィードバック
　　　　　　オーナー様とのコミュニケーションツール
　　　　　　賃貸住宅における入居者満足の向上
　　　　　　「サステナビリティレポート」の発行
　　　マテリアルな側面特定のプロセス

統合報告パート
- 18 -



積水ハウスグループの概要
- 19 -

鉄骨2階建て住宅「イズ・ロイエ」 鉄骨3階建て住宅「ビエナ」 木造住宅シャーウッド「ザ・グラヴィス」

3階建て賃貸住宅「ベレオ」 サービス付き高齢者向け住宅「セレブリオ」

戸建住宅事業

戸建住宅の設計・施工および請負

主な関係会社

積和建設20社（住宅の施工等）ほか

賃貸住宅事業

賃貸住宅、医療介護施設等の設計・施工および請負

主な関係会社

積和建設20社（住宅の施工等）ほか
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リフォーム事業

住宅の増改築等

間取り変更と最新設備導入でより快適な暮らしを実現

主な関係会社

積水ハウスリフォーム株式会社（住宅の増改築等）

積和建設20社（住宅の増改築等）

積和不動産7社（賃貸住宅の増改築等）ほか

不動産フィー事業

不動産の転貸借・管理・運営および仲介等

2階建て賃貸住宅「プロヌーブ」

主な関係会社

積和不動産7社（不動産売買・仲介・賃貸借・管理等）

積和グランドマスト株式会社（高齢者賃貸住宅の運営・

管理等）ほか

分譲住宅事業

住宅・宅地の分譲、分譲宅地上に建築する住宅の設計・

施工および請負

スマートタウン「スマートコモンシティ明石台」

主な関係会社

積和不動産7社（不動産売買等）

積和建設20社（住宅の施工等）ほか

マンション事業

マンションの分譲

分譲マンション「グランドメゾン上原レジデンス」

主な関係会社

積和不動産7社（不動産売買等）ほか
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都市再開発事業

オフィスビル・商業施設等の開発、保有不動産の管理・運

営

「ザ・リッツ・カールトン京都」

国際事業

海外における戸建住宅の請負、分譲住宅および宅地の

販売、マンションおよび商業施設等の開発・分譲

オーストラリア「セントラルパーク」

主な関係会社

Sekisui House Australia Holdings Pty Limited ほか147社

その他

エクステリア事業等

「5本の樹」計画による外構・造園施工例

主な関係会社

積和建設20社（造園・外構工事等）ほか
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社名

本社

設立年月日

資本金

発行済株式総数

従業員数

累積建築戸数

会社概要（2015年1月31日現在）

積水ハウス株式会社

〒531-0076 大阪市北区大淀中1丁目1番88号梅田スカイビル タワーイースト

1960年8月1日

1977億1620万円

699,845,934株

2万2913人（連結） 1万3625人（単体）

223万6414戸

従業員等について

上記データ（会社概要の従業員数）と異なるのは、本データには出向者や期間の定めのある従業員が含まれているため。

a. 雇用契約別および男女別の総従業員数

必要なデータ 男 女

695,2275,11）しなめ定の限期（数員業従

970,1028）りあめ定の限期（数員業従

b. 雇用の種類別、男女別の総正社員数

必要なデータ 男 女

695,2275,11数員社正の勤常

非常勤の正社員数 00

c. 従業員・派遣労働者別の総労働力

必要なデータ 男 女

従業員数 12,392 3,675

派遣労働者数 297
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支店・営業所

カスタマーズセンター

展示場

工場

研究所

連結子会社

持分法適用会社

d. 地域別、男女別の総労働力

必要なデータ 男 女

176,3043,21数員業従の本日

中国の従業員数 453

051数員業従のアリラトスーオ

02数員業従のルーポガンシ

e. 組織の作業の相当部分を担う者が、法的に自営業者と認められる労働者であるか否か、従業員や請負労働者（請負業者

の従業員とその派遣労働者を含む）以外の者であるか否か

該当なし

f. 雇用者数の著しい変動（例えば観光業や農業における雇用の季節変動）

該当なし

事業所（2015年1月31日現在）

123

29

420

5

1

194

20

経営概況

2014年度の住宅市場では、金利先高観の後退や消費増税による消費マインドの低下等の影響を想定以上に受けた戸建住宅

では契約までの検討期間が長引く傾向が見られ、 受注が低調となりましたが、年度後半からは消費増税による反動減が緩和さ

れ回復の兆しが見え始めました。 賃貸住宅では、都市部での需要増加や相続税対策への関心が引き続き高く、受注は底堅さ

が続きました。 当社はこのような状況の中、中期経営計画に則り、ブランドビジョン「SLOW & SMART」の下、 環境配慮型住宅

「グリーンファースト ゼロ」や多様な建築ニーズに対応する3・4階建て住宅を軸に他社との差別化を図る商品展開を行いました。

また、当社保有物件の資産回転率を高めるための新たな出口戦略として、2014年12月には「積水ハウス・リート投資法人」が東

京証券取引所に上場しました。 請負型、ストック型、開発型の三つのビジネスモデルの相乗効果を高め、事業を推進した結果、2

期連続で過去最高の売上高・利益を更新しました。

（2014年度建築実績 5万1225戸）
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セグメント別売上高（連結） 売上高（連結） 営業利益（連結）

経常利益（連結） 当期純利益（連結） 従業員数推移（連結）
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株式データ（2015年1月31日現在）
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積水ハウスグループでは、これまでも本業を通じたCSR活動に注力してきました。社会課題を解決し、さまざまなステークホル

ダーに価値を提供しながら企業価値の持続的成長につなげることがミッションと考えています。

今後も請負型ビジネス、ストック型ビジネス、開発型ビジネスの相乗効果を図りながら「住」に特化した成長戦略を展開していき

ます。
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直接販売・責任施工。住まいづくりに関しては代理店を通さず、

すべて積水ハウスが窓口となり、安心をお届けします。

全従業員の約1割の人員が従事しているアフターサービス。お

客様の暮らしを末永く見守ります。

1960年に創業した積水ハウスは、お客様第一主義を貫きながら事業領域を拡大してきました。今後も五十余年の歴史で積み

上げた経験値、ノウハウ、無形資産を最大限に活用し、お客様をはじめとしたさまざまなステークホルダーに価値を提供し、住宅

のリーディングカンパニーとして成長を継続していきます。事業を展開する上でバックボーンとなる積水ハウスグループ独自の強

みをいくつかご紹介します。

戸建住宅事業を出発点に、賃貸住宅事業、住宅団地「コモンシティ」の開発、分譲マンション「グランドメゾン」、「六甲アイランド

CITY」等大型団地開発、リフォーム事業、大規模複合開発、国際事業、スマートタウン「スマートコモンシティ」など事業領域を着

実に拡大してきました。これらの経験値をベースに住関連ビジネスへの新たな挑戦を続けます。
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運命協同体である協力工事店組織「積水ハウス会」。災害時に

は他地域から応援するなど固いきずなで結ばれています。

積和不動産、積水ハウスリフォーム、積和建設などグループ会

社との事業シナジーでお客様のご要望にお応えします。

「いつもいまが快適」な住まいを研究し、実績を積み重ねること

によりユニバーサルデザイン、キッズデザインで住宅業界を

リードしてきました。

業界でいち早く環境問題に取り組み、ブランド価値を築き上げ

てきました。
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CSV経営を実践し、持続的成長を実現

積水ハウスグループのCSV（Creating Shared Value：共有価値の創造）経営の節目となるのが1999年の「環境未来計画」の発

表でした。当時、まだあまり注目されていなかった環境への取り組みが、社会課題を解決し、競争戦略にもつながるという強い信

念を持って事業を行ってきました。

次世代省エネルギー仕様を戸建住宅に標準化、「グリーンファースト」の発売など地球温暖化防止への取り組み、「5本の樹」

計画など生態系ネットワーク復活への取り組み、「工場ゼロエミッション」達成など資源循環への取り組みがその代表例として挙

げられます。

そしてこれらの活動を業績向上、持続的成長につなげてきました。「住宅は社会課題を解決に導く鍵である」「CSV経営を実践

し、さまざまなステークホルダーと価値を共有する」「社会から必要とされる企業として持続的成長を図る」「そして社会のスタン

ダードを変えていく」―これらの思いはこれまでも、そしてこれからも変わりません。

経営成績

（単位：百万円）

 売上高 営業

利益

経常

利益

当期

純利益

1株当たり当

期純利益

（EPS）

自己資本当

期純利益率

（ROE）

売上高営業

利益率

2014

年度
1,912,721 146,595 156,426 90,224

130円

91銭
9.0% 7.7%

2013

年度
1,805,102 131,930 137,794 79,801

118円

63銭
9.2% 7.3%

2012

年度
1,613,816 86,196 91,767 46,458

69円

17銭
6.0% 5.3%

2011

年度
1,530,577 70,897 70,075 28,962

42円

90銭
3.9% 4.6%

2010

年度
1,488,369 56,354 56,271 30,421

45円

02銭
4.2% 3.8%

2009

年度
1,353,186 △38,754 △38,758 △29,277

△43円

32銭
△4.0% △2.9%

2008

年度
1,514,172 73,960 77,072 11,516

17円

04銭
1.5% 4.9%

2007

年度
1,597,807 109,727 114,086 60,352

87円

70銭
7.7% 6.9%

2006

年度
1,596,183 111,570 114,822 62,663

89円

26銭
8.4% 7.0%

2005

年度
1,501,857 79,980 81,699 43,029

62円

94銭
6.4% 5.3%

2004

年度
1,372,243 76,638 77,316 23,659

33円

80銭
3.5% 5.6%
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財政状態

（単位：百万円）

 総資産 純資産 自己資本比率

2014年度 %4.55460,970,1904,929,1

2013年度 %6.25514,149500,967,1

2012年度 %4.25360,418272,935,1

2011年度 %4.15473,057828,544,1

2010年度 %9.45920,837803,143,1

2009年度 %9.25592,617649,353,1

2008年度 %3.45031,457732,783,1

2007年度 %1.75369,077144,943,1

2006年度 %4.26203,897077,872,1

2005年度 %4.26267,586302,890,1

2004年度 %5.85574,666132,041,1

配当状況

（単位：百万円）

 年間配当金 配当金総額 配当性向

2014年度 %2.83997,43銭00円05

2013年度 %2.63002,92銭00円34

2012年度 %5.04118,81銭00円82

2011年度 %6.64774,31銭00円02

2010年度 %6.64391,41銭00円12

2009年度 -957,6銭00円01

2008年度 %8.041722,61銭00円42

2007年度 %4.72332,61銭00円42

2006年度 %6.42006,51銭00円22

2005年度 %8.13723,31銭00円02

2004年度 %3.35982,21銭00円81
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共有価値

 時価総額

（年度末時点）

戸建住宅1棟当たり

売上金額（万円）

賃貸住宅1棟当たり

売上金額（万円）

2014年度 458,6565,3270,950,1

2013年度 821,6054,3700,589

2012年度 915,5443,3649,086

2011年度 362,5113,3056,484

2010年度 831,5271,3138,045

2009年度 611,5511,3737,875

2008年度 255,4461,3525,025

2007年度 651,4501,3563,638

2006年度 589,3730,3972,002,1

2005年度 457,3789,2657,692,1

2004年度 255,3339,2262,158
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事業ドメインを「住」に特化した成長戦略を展開しており、さまざまな指標で業界トップを走っています。

このポジションをアドバンテージにして住宅産業をけん引し、社会を変えていくというミッションを果たします。



住宅産業をリードする積水ハウスグループ
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（累積の数値はいずれも2015年1月末日時点）



積水ハウスグループの価値創造
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積水ハウスグループではIIRC（国際統合報告評議会）の統合報告モデルに見られる六つの資本を経営資源として効果的に活

用し、「住」関連ビジネスモデルで多様な社会課題を解決しながら、さまざまなステークホルダーとの共有価値を創造しています。

創造した価値を「サステナブル・ビジョン」に基づく「4つの価値」に分類し、ビジネスモデルを整理したのが下図になります。これは

積水ハウスグループのCSV戦略の全体像を示しています。
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積水ハウスグル－プは2014年11月に中期経営計画を発表しました。その基本方針は「グループシナジーの強化による“住”関

連ビジネスの新たな挑戦」です。

積和建設グループ、積水ハウスリフォーム、積和不動産グループなどの関係会社との連携を強化し、住まいに関するご相談に

ワンストップでお応えします。請負型、ストック型、開発型の三つのビジネスモデルもそれぞれの事業で培った技術、ノウハウを生

かし、相乗効果を発揮させながら、お客様への訴求効果、ブランド価値、事業成果を最大化したいと考えています。

併せて、請負型ビジネスにおいては専門管理会社の設立によるサービス付き高齢者向け住宅の受注拡大、ストック型ビジネ

スにおいてはリノベーション事業、空き家ビジネス、開発型ビジネスではリート設立による出口戦略強化など事業領域の拡大を図

り、新たな挑戦への一歩を踏み出したいと考えています。

① 請負型ビジネスをコア事業とし、良質な住宅ストックの提供

により顧客基盤の強化を図り、ストック型ビジネスを拡大。

② 請負型ビジネスで培った“住”環境創造に関する技術やノ

ウハウを国内外のまちづくりに生かし、開発型ビジネスの

資産回転率を高める。

③ 不動産管理、リフォーム、住宅流通促進など、ストック型ビ

ジネスの事業領域を拡大させ、お客様の資産価値の維持

向上を図り、請負型ビジネスの優位性を確保。

④ 環境創造型の開発により、ブランド価値を向上させ、請負

型やストック型ビジネスへの訴求効果を図る。

基本方針

グループシナジーの強化による“住”関連ビジネスの新たな挑戦

収益計画

今後の収益計画については売上高、利益とも堅調な進展を見込んでおり、中期経営計画の最終年度である2016年度には連

結売上高2兆200億円、当期純利益1030億円、ROE10.0%を計画しています。株主還元についても配当性向40%、当期利益の20%

をめどにした自己株式取得により総還元性向60%を実現します。
（単位：億円）

※1 1株当たりの利益 ※2 株主資本利益率

 2014年度実績 2015年度計画 2016年度計画

売上高 19,127 19,300 20,200

営業利益 1,465 1,530 1,660

経常利益 1,564 1,590 1,715

当期純利益 030,1039209

営業利益率 %2.8%9.7%7.7

EPS 130.9円 132.9円 151.0円

ROE %0.01%7.8%0.9

年間配当金 50円 54円 未定
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中期経営計画とCSV戦略

上のマトリックスは中期経営計画で示した三つのビジネスモデルごとの基本方針、重点課題、新規事業等の概要になります。

当社のCSV戦略1～6（CSR活動において重きを置く六つの柱）はこのマトリックスに上記のようにプロットされ、中期経営計画とリ

ンクしています。積水ハウスグループが本業を通じたCSR活動に軸足を置いていることの証しでもあります。

六つのCSV戦略

1 住宅のネット・ゼロ・エネルギー化
省エネと創エネで住宅のエネルギー収支を正味ゼロにする住宅の普及促

進

2 生物多様性の保全
「5本の樹」計画、「木材調達ガイドライン」などを通じた生態系保全の取り

組み

3 生産・施工品質の維持・向上 安定的に高品質な住まいを提供できる生産・施工体制の強化

4
住宅の長寿命化とアフターサポートの充

実

住宅の耐久性向上、ユニバーサルデザイン推進、メンテナンス・リフォーム

体制の充実

5 ダイバーシティの推進
多様な人材が創造性・革新性を発揮し、事業を通じたイノベーションを実現

する仕組みづくり

6 海外への事業展開
長年培ってきた住宅技術・環境技術を海外の文化・生活・慣習と融合させ、

世界の住宅水準向上に貢献
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「住まいの夢工場」見学会の様子 会社説明会・セミナーの様子

決算期末現在1000株以上の当社株式を保有する株主様を対象として「魚沼産

コシヒカリ5㎏」を贈呈しています。

株主贈呈品の寄贈

株主様へ贈呈する「魚沼産コシヒカリ」は、株主様の辞退や転居先不明などの

理由で返却されるケースがあります。これらについては、株主様のご理解のもと、

障がい者福祉施設や高齢者福祉施設・団体等へ寄贈することを制度導入時から

実施しています。

島根県手をつなぐ育成会（島根県松江市） 広島県手をつなぐ育成会（広島市）

医療法人 祥仁会（秋田市） 医療法人 社団ハート（茨城県ひたちなか市）

鵜浦医院（岩手県陸前高田市）

株主・投資家の皆様に対し、経営情報について、各種の法定開示のみならずプレスリリースやホームページ等さまざまな手段を通

じて積極的かつ公正に開示しています。また、面談など直接的なコミュニケーションによる積極的な対話にも努め、皆様からいただ

く意見を経営判断の参考としています。これらの活動を通じて、株主・投資家の皆様に企業価値を適正に評価していただけるよう

努めています。

見学会・説明会

株主様向けの見学会を静岡工場で開催し、隣接する体験型施設「住まいの夢工場」で、安全・安心・快適な暮らしを実現する

先進技術を体験いただきました。

投資家様に対しては、各地で開催している会社説明会・セミナーなど、事業内容への理解を深めていただく機会を設けていま

す。さらに企業・IR情報を掲載したホームページや株主様向けの事業報告書「ビジネスレポート」においても、経営戦略や経営計

画について分かりやすく説明しています。

株主優待贈呈制度

2014年度の寄贈先（計3780kg）
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単元株

株主・投資家の皆様にとって投資しやすい環境を整備し、株式の流動性の一層の向上を図ることを目的に、2013年12月2日に

単元株式を100株へ変更しました。

インターネットによる議決権行使

株主総会の開催にあたり、総会に出席できない株主様を対象に、書面のほかインターネットからの議決権行使を実施し、利便

性の向上に努めています。

株主様への利益還元～高配当と総還元性向の考え方の導入～

当社は株主価値の最大化を経営における重要課題の一つと認識して、持続的な事業成長による1株当たり利益の増大を図っ

ています。各年度における利益またはキャッシュ・フローの状況や将来の事業展開等を総合的に勘案し、成長投資、配当、自己

株式取得および消却の実施等、資産効率の改善を通じた株主利益の増進にも努めています。

以上の方針のもと、中長期にわたる高い利益配分の実現と経営の健全性を維持するため、中長期的な平均配当性向につい

て最低40%を確保するとともに、当期純利益の20%をめどにした自己株式の取得を行い、株主様への総還元性向を60%とすること

としています。

配当金
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積水ハウスグループは住まいづくり・まちづくりを通じて社会に貢献する企業として、以下の指針に基づき、お客様はもとより、すべ

てのステークホルダーとの対話を重視し、誠実に接し、共に発展することを目指します。

積水ハウスグループのバリューチェーン

主なステークホルダーとエンゲージメントの概要

お客様に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

大切な資産が長く愛着を持って生かされるように、お客様第一の姿勢でコミュニケーショ

ンを大切にします。誠実さと奉仕の心をもって接し、お客様満足度を高めます。

エンゲージメント例

お客様アンケートの実施

情報誌「きずな」（年2回）、「Maisowner」（年2回）、「gm」（年3回）発行

「Netオーナーズクラブ きずな」運営

提起されたテーマ例 手入れしやすい、使いやすい外構提案・工事

上記への対応
まちなみ評価制度の創設・運用

エクステリア事業成長に向けた全社横断連携の強化

関連ページ

CSV戦略④住宅の長寿命化とアフターサポートの充実

特定の背景、目指す姿、活動方針、リスクマネジメント

CSV戦略④住宅の長寿命化とアフターサポートの充実

これまでの取り組み・評価

優良ストック住宅流通

住まい手の価値を高めるために

プラチナ事業の推進
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消費者の皆様に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

人間性豊かな社会と暮らしの創造に向けて、良き信頼関係を築けるよう、積極的な情報

開示を感性豊かに行います。

エンゲージメント例

総合住宅研究所「納得工房」

住ムフムラボ

住まいの夢工場

エコ・ファースト パーク

すまい塾

生活リテラシーブック

などを活用したダイアログの実施

提起されたテーマ例 住まいづくりのプロセス、ものづくりの現場の公開

上記への対応
住ムフムラボでの研究メンバー募集、ワークショップ開催

研究施設の一部を公開

関連ページ

R&Dの拠点「総合住宅研究所」

参加・体験型施設 「住まいの夢工場」、「住ムフムラボ」

住まいづくりに関する教室を開催

「住宅防災」の考え方

取引先の皆様に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

お客様満足の実現を通じて共に発展していくために、公正で対等な取引に努め、温か

い共存関係を育てます。

エンゲージメント例

積水ハウス会、セキスイハウス協力会の組織化

「方針説明会」の開催（年2回）

「取引先評価」の実施

提起されたテーマ例
施工現場環境の改善（省力化、職方高齢化への対応）

納期確定精度の向上（資材・部材納入にあたって）

上記への対応

生産部門と連携し、部材表示の改善とともに、部材複合化・プレカット・プレセットを推

進

工程表をWEBでメーカーと共有し、入力を徹底

関連ページ

CSV戦略③生産・施工品質の維持・向上

特定の背景、目指す姿、活動方針、リスクマネジメント

CSV戦略③生産・施工品質の維持・向上

これまでの取り組み・評価

http://www.sekisuihouse.co.jp/yumekojo/
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従業員に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

従業員がその能力を生かし、価値ある仕事を通じて創造的成長を遂げられるよう、多様

な一人ひとりの個性を尊重し、公正かつチャレンジ精神のあふれる職場環境・制度を整

備し、ESの向上を図ります。

エンゲージメント例

「人材サステナビリティ」に基づくマネジメント

社内公募制度

社内資格制度

ヒューマンリレーション研修（年1回）

ガバナンス意識調査（年1回）

労働安全衛生マネジメントシステム

メンタルヘルスマネジメント

積水ハウスグループ誌「積水ハウス ひと」発行（年6回）

提起されたテーマ例

女性活躍の推進

ワーク・ライフ・バランスの推進

障がい者雇用の促進

上記への対応 CSV戦略⑤「ダイバーシティの推進」参照

関連ページ

CSV戦略⑤ダイバーシティの推進

特定の背景、目指す姿、活動方針、リスクマネジメント

CSV戦略⑤ダイバーシティの推進

これまでの取り組み・評価

株主・投資家の皆様に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

健全な成長による企業価値の向上と株主・投資家の皆様への利益還元のために、社

会的価値の高い企業であり続けることを目指し、公正で透明性の高い企業経営を行い

ます。

エンゲージメント例

株主総会

「ビジネスレポート」（年2回）、「Annual Report」（年1回）発行

「IRニュースメール」配信

株主優待贈呈制度

見学会、説明会

提起されたテーマ例 経営戦略、経営計画に関する分かりやすい開示

上記への対応 「株主様・投資家様とのコミュニケーション」参照

関連ページ 株主様、投資家様とのコミュニケーション

http://www.sekisuihouse.co.jp/company/financial/disclosure/index.html
http://www.sekisuihouse.co.jp/company/financial/holders/shotsu/index.html
http://www.sekisuihouse.co.jp/company/subscribe/1187766_2102.html
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地域・社会に対して

主なステークホルダーと

果たすべき責任

地球環境を守りつつ、すべての人が人間らしい豊かな暮らしを実現できるよう、地域の

文化と豊かさをはぐくみ、住まいと暮らし、そして住文化に密着する住宅企業らしさを生

かし、社会還元、協力と参画に努めます。

エンゲージメント例

NPO法人キッズデザイン協議会への協力

NPO法人西山夘三記念すまい・まちづくり文庫への協力

障がい者の自立支援

「積水ハウスマッチングプログラム」

公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

提起されたテーマ例
安全・安心な暮らし

防犯、防災につながるまちづくり

上記への対応
コミュニティ形成支援（ひとえん）

隣人祭り開催への協力

関連ページ

住宅を核にした積水ハウスグループの防災計画

CSR方針と体制

お客様のために

従業員、取引先様のために

株主様、地域社会のために

「弁当の日」応援プロジェクトに参画

「住空間ecoデザインコンペティション」「建築新人戦」を開催

環境教育プログラムや職場体験、出張授業の実施

従業員と会社の共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」

SELP（セルプ）製品の販売協力、ノベルティー採用

障害者週間協賛行事への参画

住まいづくりに関する教室を開催

R&Dの拠点「総合住宅研究所」

参加・体験型施設 「住まいの夢工場」、「住ムフムラボ」

「緑の都市賞」を受賞した「新・里山」・「希望の壁」

公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

自然災害からの復旧・復興に向けた取り組み

東日本大震災からの復興に向けて

広島土砂災害からの復旧・復興

「防災未来工場化計画」の取り組み
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共通項目

主なステークホルダーと

果たすべき責任

共有価値の創造、コンプライアンスの徹底、環境配慮の徹底、説明責任の遂行
エンゲージメント例

提起されたテーマ例

上記への対応

関連ページ

企業理念・CSR方針

「4つの価値」と「13の指針」に基づくCSRマネジメント

「4つの価値」と「13の指針」とISO26000の関係

CSR委員会とCSR推進体制

コーポレートガバナンス・内部統制システム

コンプライアンス推進活動

内部通報システムと公益通報者の保護

コンプライアンス推進とリスクマネジメント体制
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ステークホルダーとともに創る未来

統合報告パート

創業以来、一貫して「お客様第一」に徹し、CS経営を推進
積水ハウスでは「人間愛」を根本哲学とする企業理念のもと「最高の品質と技術」を目指し「人間性豊かな住まいと環境の創造」に

取り組んでいます。創業以来「お客様第一」に徹した経営を貫き、すべての現場で「真のCS」を実現するために日々活動しています。

当社は、「人間愛」を根本哲学とする企業理念のもと「最高の品質と技術」を目指し、「人間性豊かな住まいと環境の創造」に取

り組んでいます。創業以来、どのような時代にあっても常に変わることなく「お客様第一」に徹した経営を貫いてきました。「CSを高

めることが究極の目的である」という経営トップの明確な意志によって、営業・設計・生産・施工・アフターサービスなど、すべての

現場で「真のCS」を実現するために日々活動しています。

全社的な活動徹底のため、1998年には本社に専任部署として「CS推進部」を設置しました。CS推進部では、顧客満足向上の

ためのCS推進、品質管理の総合的な企画・立案・推進および品質保証ならびにお客様の個人情報の適正な取り扱いに関する

総括管理、アフターサービスおよび顧客管理の総括管理に関する事項を掌理し、CS推進室・品質保証室の2室を置いて、これを

分掌しています。また、グループ会社における当該事項に関する状況把握や支援を行っています。

2004年には、定休日でもオーナー様からの緊急の修理依頼やご要望にお答えする、休日受付センターをCS推進部内に開設

しました。緊急を要する用件については即日対応・手配します。

また、2005年CSR委員会のもとに「CS向上部会」（現在は「CS、ES、SS向上・社会貢献部会」に改組）を設置。すべてのお客様

に、生涯にわたって心から満足いただくことを目標に、CS経営を推進しています。

【関連項目】

カスタマーズセンター休日受付センター
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ステークホルダーとともに創る未来

提供した商品・サービスに対して、満足いただけた

かを「お客様アンケート」でチェック

アンケートでは、総合満足度、建物のできばえ、推薦意向、各部位の満足度、

創エネ機器の満足度、各担当者の満足度などを伺います。お客様一人ひとりが、

住まいの品質および各担当者から提供されたサービスの内容に満足されている

かを確認し、今後の品質向上とサービス充実に努めると共に、不満や不具合が

ある場合は迅速に対応して解消・改善します。また、自由記述欄を多く設け、こだ

わりや要望、実際に生活してみての感想など、お客様の生の声を知ることができ

るよう配慮しています。お客様の多様な意見を、お客様の視点に立った住まいづ

くりとして生かせるよう取り組んでいます。

アンケートの結果を集計・分析し、調査結果を関係各部署にフィードバックし

て、製品およびサービスの安全衛生や日常の業務改善はもちろん、新たな部材

や商品の開発、設計・施工の改善などに役立てています。

統合報告パート

お客様アンケートの分析とフィードバック
積水ハウスでは、「お客様アンケート」を実施しています。 アンケートの結果を集計・分析し、調査結果を関係各部署にフィードバックし

て、製品およびサービスの安全衛生や日常の業務改善はもちろん、新たな部材や商品の開発、設計・施工の改善などに役立てていま

す。

さらなる品質向上とサービス充実のために

当社は、提供した商品・サービスについて、お客様に評価していただく「お客様アンケート」を実施しています。 「着工前お伺い

書」は、納得いただいていない事柄を明らかにすることにより、不安を解消し、着工後の業務をよりスムーズに行うことが目的で

す。「入居時アンケート」では、打ち合わせから施工までの各業務プロセスにおける満足度などを確認します。「入居後1年アン

ケート」（賃貸住宅の場合は「引き渡し後2年アンケート」）では、設計提案内容や使い勝手の満足度、アフターサービスの評価な

どを確認します。

「入居時アンケート」「入居後1年アンケート」については、2012年8月度調査分から、積水ハウスオーナー様向け会員制サイト

「Netオーナーズクラブ きずな」からも回答ができるようになり、利便性が向上しました。

お客様アンケート 満足度調査（7段階評価）

　2013年度に引き続き2014年度も「非常に満足」が4割を超え、

割合も徐々に増えており、これまでのお客様アンケート結果を

踏まえた改善の取り組みが奏功しているものと考えています。

「非常に満足」とお答えいただいたお客様は、営業担当はもちろ

ん、設計担当、建築担当やアフターサービス担当の総合力に大

きく満足されており、年々この総合力がお客様に見える形に

なってきていることが窺われます。また、ご不満との回答をいた

だいたお客様には職責者がお会いして、信頼関係を深めてきた

ことなども満足度の向上につながっていると考えています。

　ただし、全体の4割のお客様に「非常に満足」とお答えいただ

いたに過ぎず、アンケート結果をもとにお客様の年齢や家族構

成ごとの分析などをさらに進めて、お客様満足度のさらなる向

上を目指します。

　なお、本年は製品やサービスのライフサイクルにおいて発生し

た安全衛生に関する規制および自主的規範の違反はありませ

んでした。
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お手入れ、 リフォーム、 インテリア、 ガーデン、 住まいの

保険など、 住まいに関する疑問や悩みをインターネット

で気軽に相談できる 「相談室」 も設けています。質問や

相談には、各部門の専門スタッフが直接お答えします。

ステークホルダーとともに創る未来

戸建住宅のオーナー様に「いつもいまが快適」な暮らしをサポートする情報誌

「きずな」を年2回配布しています。住まいづくりを通して結ばれたきずなを大切

に、オーナー様の住まいと幸せな暮らしを生涯にわたって見守り続けたいという思

いを込めて発行しています。1975年の創刊から、2013年末までに130号を発行し

ました。「きずな」では、長くお住まいいただくために必要な情報や、毎日の暮らし

に役立つ情報を、実例を交えながら具体的に紹介しています。また、オーナー様

同士のコミュニケーションの場としても好評をいただいています。

2014年に発行した第130号ではメンテナンスやリフォームについての特集のほ

か、「きずなガーデンコンテスト」と題した、オーナー様の庭づくりについてコンテス

トを行い、専門家を交えて部門ごとに表彰。この結果を掲載しました。96作品の応

募があり、生きものとの共生やスローライフを楽しむ庭などバラエティに富む作品

の応募がありました。

統合報告パート

オーナー様とのコミュニケーションツール
当社は、新築されたお住まいの引き渡し後も会員制ホームページや定期発行の情報誌などを通じて、オーナー様への情報提供とコ

ミュニケーション活動を継続し、オーナー様とのきずなを深めています。

「きずな」をはじめとするオーナー様向け情報誌

また、「シャーメゾン」（積水ハウスの低・中層賃貸住宅商品の総称）のオーナー様には、年に2回、情報誌「Maisowner(メゾ

ナー)」を配布しています。最新の賃貸住宅の動向や実例紹介のほか、税・法律の知識、リフォーム提案など、賃貸住宅経営や資

産運用に役立つ情報を掲載しています。分譲マンション「グランドメゾン」のオーナー様については、年3回、情報誌「gm（ジーエ

ム）」を配布。全国の物件紹介や快適な暮らしの提案、生活リテラシーなど幅広い情報を提供しています。

快適生活サポートサイト「Netオーナーズクラブ きずな」

積水ハウスのオーナー様専用の会員制ホームページ「Netオーナーズクラブ きずな」（会員数約23万7500人）では、毎日の快

適な暮らしをサポートする、さまざまな情報を提供しています。住まいのメンテナンスやリフォーム、インテリアやガーデニングに関

する情報や、お役立ちグッズ・アイテムを紹介。多彩なコンテンツでオーナー様と双方向のコミュニケーションを深めています。

積水ハウスならではのお手入れ情報やアドバイスを部位別に詳しく紹介する「メンテナンス」のコーナーでは、オーナー様ご自

身で行うことが可能な修理・調整の方法を動画で見ることができます。携帯電話やスマートフォンの画面を見ながらお手入れや修

理ができるよう、モバイルサイトも用意。QRコードを読み込んで簡単にアクセスすることができます。
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Netオーナーズクラブ「相談室」経由のカスタマーズセンター相談件数

Netオーナーズクラブ加入率

2013年、NetオーナーズクラブとHEMSを連携させた対話型HEMS「あなたを楽しませ隊」を開発し、運用を開始しました。エネル

ギー情報をわかりやすく、楽しく見える化し、「家」と「お客様」の情報を一元管理。電力使用量などの情報に加え、防犯情報や天

気予報などの地域ごとの情報等、きめ細やかなサービスを提供しています。
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これまでの取り組み

1971年 お客様向け情報誌「住居瑠（スマイル）」創刊 （現在は廃刊）

1975年 戸建住宅のオーナー様向け情報誌「きずな」創刊

1986年 新規・継続のお客様向け情報誌「こんにちは」創刊

（2012年3月～「sumai smile」に名称変更）

2001年 「Netオーナーズクラブ きずな」開設

2002年 分譲マンションのオーナー様向け情報誌「gm（ジーエム）」創刊

2006年 賃貸住宅のオーナー様向け情報誌「Maisowner（メゾナー）」創刊

2009年 「きずなガーデンコンテスト」開始

2011年 「節電アクションコンテスト」開催（2011年、2012年の2年間）

2013年 対話型HEMS「あなたを楽しませ隊」運用開始
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ステークホルダーとともに創る未来

統合報告パート

賃貸住宅における入居者満足の向上
積水ハウスグループでは、賃貸住宅入居者の満足度向上を目指し、さまざまな取り組みを推進しています。

入居者向けサービス「MASTクラブ」

「MASTクラブ」は、積和不動産グループが管理する賃貸住宅の入居者を対象にしたサービスです。「MASTポイントサービス」

として、毎月の家賃1000円につき1ポイントを付与。たまったポイントは、積和不動産グループでの賃貸住宅への住み替えや不動

産の購入・売却、積水ハウスでの注文住宅建築の際などに利用できます。引っ越しや旅行、レンタカーなどを割引料金で利用で

きる特典も付与。また、「MASTクラブ」会員には、快適な暮らしをサポートする「積和入居者保険」「らくらくパートナー」を用意して

います。

「積和入居者保険」は、賃貸住宅入居者の暮らしと家財を守る保険。24時間365日、事故の連絡・相談をフリーダイヤルで承り

ます。加入者の急な発病やけがをアシストするサービスも行っています。

賃貸住宅を借りる際に悩む方が多いのが、連帯保証人探し。そのような方のために、「らくらくパートナー」を用意しています。

「らくらくパートナー」では、ご契約時の保証人が不要で、家賃や保証料が自動引き落としされるなど、入居時や入居後の煩わし

い手間から解放され、「楽々」です。

【関連項目】

「MASTクラブ」 ホームページ

入居者アンケートの実施

積水ハウスの賃貸住宅「シャーメゾン」に入居されている方々にアンケートを実施。結果を詳細に分析し、新商品の開発、生活

ソフトの提案、サービスの提供など、多様な取り組みに役立てています。

調査結果は、積水ハウスの「土地活用・賃貸住宅経営サイト」などで公開しています。

【関連項目】

「土地活用・賃貸経営なら「経年価値」の賃貸住宅 積水ハウス『シャーメゾン』」 ホームページ

https://www.mast-club.jp/index
http://shm-keiei.com/
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ステークホルダーとともに創る未来

統合報告パート

「サステナビリティレポート」の発行
「サステナビリティレポート2015」では、昨年掲げたCSV戦略の五つの重点テーマ「住宅のネット・ゼロ・エネルギー化」「生物多様性の

保全」「生産・施工品質の維持・向上」「住宅の長寿命化とアフターサポートの充実」「ダイバーシティの推進」に加え、「海外への事業展

開」を六つ目のテーマとしました。

持続可能性報告書「サステナビリティレポート」は、サステナブル社会の実現に向けた積水ハウスグループの取り組みをご理

解いただくとともに、取り組みのさらなる向上を目指して読者の方々とコミュニケーションを図ることを目的に発行しています。

報告事項の特定と編集設計に当たっては、環境省の「環境報告ガイドライン」とGRI（Grobal Reporting Initiative）の「サステナビ

リティ・レポーティング・ガイドライン第3.1版」を参考にしつつ、GRI第4版準拠に向けた開示項目の整備も図っています。

また、選定した報告事項の開示方法については、社会的責任に関する国際規格である「ISO26000」を参考にしています。

最新の「サステナビリティレポート2015」では、積水ハウスグループのCSR経営にドライブをかける戦略的マネジメント指標を設

定し、昨年掲げたCSV戦略の五つの重点テーマ「住宅のネット・ゼロ・エネルギー化」「生物多様性の保全」「生産・施工品質の維

持・向上」「住宅の長寿命化とアフターサポートの充実」「ダイバーシティの推進」に加えて、六つ目の柱として「海外への事業展

開」を掲げ、2014年度の取り組みや進捗状況についてデータやステークホルダーの声を交えながら報告しています。

約5万部発行している「サステナビリティレポート」のうち、約2万2千部は、当社グループ全従業員へ配布しています。従業員一

人ひとりが自社グループのCSRや環境への取り組みとその課題について理解を深める必要があるとの考えによるもので、「サス

テナビリティレポート」はそのための重要なツールと位置付け、活用しています。

また、「サステナビリティレポート」で扱うテーマは広範囲にわたるため、WEB版で網羅性を持たせて幅広く紹介し、冊子版では

特に重要と考える活動にテーマを絞って紹介しています。さらに、英語版や中国語版、日本語版ではお客様向けに別冊を発行

し、より幅広いステークホルダーに当社の取り組みを紹介しています。

これまでの取り組み

1999年 「環境未来計画」を発表

2001年 環境報告書「ECO WORKS」の発行を開始

2005年 「サステナブル宣言」を発表したことを受け、環境面だけでなく、社会・経済面の情報公

開の充実を図り、持続可能性報告書「サステナビリティレポート」として発行開始

社外からの評価

レポート名 主催 受賞

「ECO WORKS 2004」
環境省、財団法人地球・人間環境

フォーラム

「第8回環境コミュニケーション大賞」

持続可能性報告優秀賞（理事長賞）

（株）東洋経済新報社

「第8回環境報告書賞・サステナビリティ報告書

賞」

サステナビリティ報告書賞優良賞
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「サステナビリティレポート2006」
環境省、財団法人地球・人間環境

フォーラム

「第10回環境コミュニケーション大賞」

持続可能性報告優秀賞（理事長賞）

（株）東洋経済新報社

「第10回環境報告書賞・サステナビリティ報告書

賞」

サステナビリティ報告書賞優良賞

「サステナビリティレポート2011」

環境省、財団法人地球・人間環境

フォーラム

「第15回環境コミュニケーション大賞」

生物多様性報告特別優秀賞（地球・人間環境

フォーラム理事長賞）

「サステナビリティレポート2013」

環境省、一般財団法人地球・人間

環境フォーラム

「第17回環境コミュニケーション大賞」

優秀賞（地球・人間環境フォーラム理事長賞）

「サステナビリティレポート2014」

環境省、一般財団法人地球・人間

環境フォーラム

「第18回環境コミュニケーション大賞」

審査委員会特別優秀賞（第18回環境コミュニ

ケーション大賞審査委員長賞）

今般受賞した「第18回環境コミュニケーション大賞」審査委員会特別優秀賞は今回新設

された賞であり、審査委員会から以下の評価を受けました。

「CO、生物多様性など環境取組はすばらしく、社会性取組とともにCSR報告とし

て大変優れている。国際統合報告評議会（IIRC）の価値創造プロセスを活用し、統

合思考を意識して、住まいづくりに関する社会課題と同社のビジネスモデルのつな

がりを図式化している点が評価できる。その結果に基づき、重点的に取り組む五

つの重要なテーマを特定し、「CSV」戦略として位置付けている。そしてCSV 戦略

ごとに、「背景」「目指す姿」「活動方針」「リスクマネジメント」「実践・実績」「評価」及

び「課題」等を開示しているのでわかりやすい。サステナビリティ・ビジョンの達成に

向けた中長期の時間軸を意識したマイルストーンを期待したい。」

2
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本報告書では重点的に取り組む六つのテーマを選定し、「CSV戦略」として位置付け、活動のさらなるレベルアップを図ってい

ます。

テーマの選定にあたっては、まずGRIガイドラインG4の特定標準開示項目における46側面の優先順位付けを行いました。順位

付けの基準となったのは、さまざまな場でいただいたステークホルダーの方々のご意見と当社の「企業理念」および「サステナブ

ル・ビジョン」です。

最終的に社外有識者を交えたCSR委員会で30のマテリアル（重要）な側面に絞り込みました。それぞれの側面についてバウン

ダリ（対象とする事業体の範囲）も設定しました。そしてこれらの側面を具体的なCSR活動レベルに束ね、六つの「CSV戦略」を定

めました。

マテリアルな側面とCSV戦略の関係は下の図をご覧ください。

積水ハウスグループは、ステークホルダーの期待に応えながら本業を通じたCSR活動に注力し、価値を創造することにより、

持続的成長を目指します。

マテリアルな側面を特定したプロセス
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特定したマテリアルな側面とCSV戦略の関係

経済的パフォーマンス 調達慣行

原材料 エネルギー 水 生物多様性 大気への排出

排水および廃棄物 製品およびサービス コンプライアンス

輸送・移動 環境全般 サプライヤーの環境評価

環境に関する苦情処理制度

雇用 労働安全衛生 研修および教育 多様性と機会均等

投資 人権評価 人権に関する苦情処理制度

地域コミュニティ 腐敗防止 反競争的行為 コンプライアンス

顧客の安全衛生 製品およびサービスのラベリング

マーケティング・コミュニケーション 顧客プライバシー コンプライアンス

30のマテリアルな側面

経済（2）

環境（12）

社会（16）

労働慣行とディーセント・ワーク（4）

人権（3）

社会（4）

製品責任（5）
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経営理念・CSV戦略　サステナブル社会実現への責任と取り組み

■積水ハウスの住まいづくり
　　　1.住まいづくりの前に
　　　2.住まいができるまで
　　　3.快適に住み続けるために
　　　未来の「安全・安心・健康・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証
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オーナー様の協力のもと、1989年から26年に

わたり日本全国積水ハウスデー「住まいの参

観日」を開催。2014年は1225会場に8万7264

組が来場

建築現場には積水ハウスの住まいづくりの姿勢が集約されています。オーナー

様の協力を得て、建築現場や完成現場をお客様との出会いの場として公開して

います。積水ハウスでは、完成まで全責任を持つ「責任施工」体制を取っていま

す。積和建設（100％出資の子会社）や協力工事店を中心とした施工組織を確

立。現場力の強化を図ることが、施工品質向上だけでなく、安全対策・現場美化・

近隣配慮などの徹底につながっています。

 

住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それぞれ異なる状況のもとに一邸

一邸創造されるべきものです。積水ハウスでは創業以来、それぞれに異なる事情と、お客様一人ひとりの思いを受け止め、独自の

構法や生産システム、ハード・ソフト両面にわたって細やかに配慮した提案によって、最大の満足を提供する「邸別自由設計」の住

まいづくりに一貫してこだわり続けてきました。限られたプランから選ぶのではなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポート

まで、各プロセスを充実させたお客様視点の住まいづくりを、じっくりと時間をかけたフェースツーフェースの「コンサルティング・ハウ

ジング」により実践しています。
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全国に計420の展示場を設置（2015年1月31日現

在）

緑を感じるアウトドアダイニング。屋根のある

屋外空間が内と外をつなぐ中間領域になって

います

積水ハウスの耐震技術を実物で

体感

耐火実験で外壁の性能を検証 在来工法の木造住宅と「シャー

ウッド構法」の接合部の違いを

体験

モデルハウスは、地域特性や立地環境を踏まえた住まいのあり方や、今後求められるライフスタイルなどを提案する場です。

多彩なモデルハウスを全国で展開。敷地や要望に対する解決手法を具体的に提示しているので、住まいづくりのヒントを見つけ

ていただくことができます。オーナー様や地域の方々との交流の場としても活用しています。

住まいを建てる前には疑問や不安が付きものです。積水ハウスでは納得して住まいづくりを進めていただくために、体験型学

習施設「住まいの夢工場」を全国6カ所に設けています。一般の展示場とは違い、構造部分の実大モデルや、多彩な実験装置な

どを通して住まいの強さや快適性などを体験できる、楽しみながら学べる住まいづくりのテーマパークです。2014年度は計8万303

人が「住まいの夢工場」に来場しました。



住まいができるまで
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お客様のライフスタイルやこだわりを丁寧にヒアリング

 

「総合住宅研究所」（京都府木津川市）では、住まいに関するハード・ソフト両分野の研究開発を行っています。建物の振動実

験や部材の耐久実験などにより安全性や居住性などの性能を検証。自社内での性能検証は迅速な課題発見・解決につながり、

これまでに多くの成果を上げてきました。人間生活工学に基づくユニバーサルデザイン、新しい環境技術や暮らし方などの研究

にも取り組んでいます。

外壁実大振動実験で耐震性能を検証 実験住宅で防暑技術の効果を確認 子どもの生きる力をはぐくむ住環境を研究 ペットの快適さに配慮した共生住宅を研究

　窓口となる営業担当者は、 家族それぞれの趣味や好み、 ライフスタイルやライフス

テージなどについて丁寧にヒアリングしながら打ち合わせを進めます。敷地調査では周

辺環境も含めて綿密に確認。これらは将来の暮らしまで考慮した提案を行う上で大切に

しているプロセスです。プランニングの過程では、 お客様の諸条件に合わせて最適な環

境技術を提案するための環境シミュレーションツールや、 構造の安全性を確保するため

の構造計画システムなど、独自に開発したシステムを駆使しています。



住まいができるまで
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ロボットによる自動化ライン 完成した外壁材の製品検査を実施 構造用金物は手作業で丁寧にプレ

セット

「邸別生産」が基本の積水ハウスでは、多品種にわたる部材生産において、コンピューターやロボットを駆使した「工業化」のメ

リットを最大限に生かし、品質の安定と生産効率を両立させています。また、原材料の納入検査、生産ラインの抜き取り検査や品

質検査、工場技術者の定期的な技能試験などを実施。厳格な生産品質管理体制を整えています。

「責任施工」体制のもと、手順や規則を厳密に定めた「施工技術マニュアル」を整備。工程ごとに厳重な検査を繰り返し、高い

施工精度を確保しています。均質施工が難しい部位には、独自の施工技術を開発して導入。また、若い技能工を養成する訓練

校（認定職業能力開発校）の運営、技能工の知識・技術の向上を促す各種研修や検定制度により、工事力の強化を図っています。

すべての敷地に対して地盤調

査を実施

施工を担う「積和建設」のスタッフ 技能工の育成、職能教育にも力

を入れています



快適に住み続けるために
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お引き渡し時、保証書と一緒にメンテナンスに役立つ

「住まいのしおり」をお渡しします

建物のお引き渡し時に保証書をお渡しし、構造躯体の20年保証   　をはじめ、

各部位についても期間内の保証を約束しています。20年目以降も10年ごとに有料

点検・有償補修を行えば、お客様が望まれる限り保証を継続できる「ユートラスシ

ステム」を設けています。これにより住まいの資産価値を支え、やむを得ず売却す

る場合も、次の住まい手に安心をお届けできます。

 



快適に住み続けるために
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専任担当者がメンテナンスの相談や不具合の発生など

に迅速に対応します

定休日は「カスタマーズセンター休日受付セン

ター」がオーナー様からの電話に対応

アフターサポートの窓口として、全国に100拠点（29事業所）の「カスタマーズセンター」を設置。全従業員の1割にあたる約1400

人の専任担当者が、基本の定期点検のほか、住まいのアドバイザーとして、さまざまな相談に応じています。地震などの自然災

害発生時には、緊急体制を組み、グループを挙げてオーナー様の支援および復旧・復興活動にあたっています。

リフォームの要望には、一貫した住まいづくりの思想を受け継ぐ積水ハウスリフォーム株式会社が対応します。内外装や設備

のリフレッシュ、家族構成やライフステージの変化に合わせた間取りの変更、断熱性などの性能向上のためのリフォームを提案。

詳細な住宅履歴情報をもとに、純正リフォームを行います。

家族の成長やライフスタイルの変化に合わせたリ

フォームプランを提案

太陽光発電システムを一体化したオリジナルのリ

フォーム屋根材「SHメタルーフPV」

良質な中古住宅を社会資産と考え、積水ハウスをはじめ住宅メーカー10社が協力して新しい査定基準を設け、安心と信頼の

ブランドとして生まれた「スムストック」。「住宅履歴データを保有している住宅」「50年以上の長期点検・補修制度に対応する住

宅」「一定の耐震性能を備える住宅」という三つの条件を設けることで、適正な価値での取引を実現します。また、積水ハウス独

自のオーナー住宅買取再生事業「エバーループ」も展開しています。

「スムストック住宅販売士」の資格を持つ専門家が査定と販売を行います



快適に住み続けるために
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将来的に住み替えなどで住まいを手放すことになった場合、積水ハウスグループの「積和不動産」が全面的にバックアップ。売

却や賃貸化のお手伝いはもちろん、仮住まいや住み替え先の提案まで、トータルにサポートします。全国にネットワークを広げる

積和不動産だからこそ、さまざまなケースにスムーズに対応。安心してお任せいただけます。



未来の「安全・安心・健康・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証
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オープンから2014年12月までの来場者は30

万人を突破

「かぞくのカタチ」ゾーン 「いごこちのカタチ」ゾーン

「ダイアログ・イン・ザ・ダーク」との共創プロ

グラム「対話のある家」

本田技研工業株式会社と

の「共創」によりロボティク

ス技術の住宅内における

可能性を検証

さまざまなワークショップやセミナー

などを開催。「住ムフム研究メン

バー」限定のイベントもあります

 

「SUMUFUMULAB（住ムフムラボ）」

2013年4月、「グランフロント大阪」（大阪市北区）のナレッジキャピタル内にオープン。「生きるコトを、住むコトに。」をテーマに、

人生をより豊かにするために「住む」時間を大切に感じていただきながら、新たな暮らし方を共創していく業界初の情報発信・研

究開発拠点です。実物大の住空間や多彩な展示などを中心に紹介。体験や情報交流を通して自分にふさわしい暮らしが発見で

きます。

「いきかたのカタチ」ゾーン

施設内では、暗闇で五感が研ぎ澄まされ、普段とは異なる「気付き」を得られる「ダイアログ・イン・ザ・ダーク」との共創プログラ

ム「対話のある家」を実施。多くの人が体験し、好評を博しています。また「住ムフム研究メンバー」になると、ワークショップなどを

通じて、住まいや暮らしに関する研究に参加することができます。2015年1月31日現在、約1万人が「住ムフム研究メンバー」とし

て登録しています。
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来館者の体験を貴重なデータとして蓄積 アンケート結果を「データぱる」にまとめ、生活

者情報として発信

お子様連れの方もゆっくり見学できるよう

「納得工房」では託児サービスを実施

住まいづくりのコツを体験しながら学べる

「すまい塾 こだわり講座」

社内外から多彩な講師を招いて開催する「す

まい塾 公開講座」

「納得工房」

総合住宅研究所（京都府木津川市）内の「納得工房」は、住まいづくりにおいて大切なことを五感で比較・検証し、理解を深め

ることができる体験型研究施設。「体験と納得」をコンセプトに、住まい手とつくり手が共に理想の住まいを追い求める場です。

2014年度は2万7362人が来館しました。来館者の体験を貴重なデータとして蓄積。アンケートの結果を新たな研究開発や、これ

からの住まいと暮らしのあり方の提案に役立てるとともに、広く社会に発信しています。

また、半年間のカリキュラムを通して、自分に合った住まいと暮らしをじっくり学べる「すまい塾 こだわり講座」、住まいづくりに

役立つ知識や、日々の暮らしを豊かにするアイデアなどを紹介する「すまい塾 公開講座」を開講。関心をお持ちの方は、どなた

でも受講していただけます。



事業価値の根底にある社会と共有する価値
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経営理念・CSV戦略　サステナブル社会実現への責任と取り組み

■事業価値の根底にある社会と共有する価値
　　　経営理念
　　　サステナブル・ビジョン
　　　　　　環境価値
　　　　　　経済価値
　　　　　　社会価値
　　　　　　住まい手価値
　　　中期経営ビジョン「S-Project」
　　　ブランドビジョン「SLOW & SMART」



経営理念
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当社は1989年に、お客様本位の姿勢、最高の品質を目指す誇り、協力工事店を含めた人間関係において、原点を確認する

「心のよりどころ」として「企業理念」を制定しました。その後、住宅産業が社会や地球環境、未来に与える影響の大きさを認識し

た上で、真摯に取り組んでいくため、2005年に「持続可能性」を経営の基軸に据え、「経済」「環境」「社会」に住宅産業の特性から

独自に「住まい手」という「4つの価値」によるバランスのとれた経営を目指す「サステナブル宣言」を行いました。そして、2012年

には、お客様の豊かで心地よい暮らし（SLOW）を先進の技術（SMART）で実現する「SLOW & SMART」をブランドビジョンに掲げ、

社会ニーズに応えながら「持続可能性」を追求しています。

http://www.sekisuihouse.co.jp/sustainable/img/values/philosophy/img01ex.gif
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事業価値の根底にある社会と共有する価値

サステナブル・ビジョン

当社は2005年4月に「サステナブル宣言」を発表しました。その「サステナブル・ビジョン」を具体化し、事業活動レベルに落とし

込むため、日々様々な取り組みを行っています。

環境・経済・社会・住まい手の4つの価値に沿った具体的課題や指針を整備し、その上で研究開発部門、施工部門、CSR室、

人事部、環境推進部など社内各部署が横断的に連携し課題解決を図っています。また、ビジネスシステムにおいては、経営企画

部を主管部署とし、「サステナブル宣言」のもとに展開する重点施策について事業方針の企画、目標設定、結果の検証を行って

います。

また、4つの価値を具体化するために、13の指針を定めました。4つの価値を深く掘り下げた13の指針は、私たちの企業活動を

持続可能な方向へ導く道しるべとなります。

サステナブル・ビジョン

持続可能な社会とは、地球生態系本来のバランスを基本とし、将来にわたってすべての人々が快適に暮らせる社会のこと。積

水ハウスはお客様にご満足いただける住まいの提供を通じて持続可能な社会の構築に寄与するとともに、その社会の中で暮ら

しの提供をリードしつづける「住環境創造企業」をめざします。

「4つの価値」に基づく「13の指針」（2006年の策定）

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値

経済価値

社会価値

住まい手価値

【関連項目】

「サステナブル宣言」ニュースリリース

CSR委員会とCSR推進体制

http://www.sekisuihouse.co.jp/company/newsobj292.html
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サステナブル・ビジョン

事業価値の根底にある社会と共有する価値

環境価値

エネルギー

化石燃料に依存しないエネルギー利用の実現

二酸化炭素など温室効果ガスを排出する石油、天然ガスなど「化石燃料」の使用量を減らします。また、未来にわたって持続

可能に使用できるエネルギーの普及を促進し、その再生可能な範囲内で利用します。

資源

自然生態系の再生能力を超えない資源の利用

3R（リデュース・リユース・リサイクル）を通じて廃棄物を発生させない資源の利用を達成し、同時に、いずれ枯渇する自然資源

の使用を、再生可能な資源またはリサイクル資源に置き換え、その持続可能な供給範囲内で資源を利用します。

化学物質

自然界に異質で分解困難な物質の濃度を増やしつづけない

化学物質の利用の影響が自然の分解能力の範囲内に収まるよう、使用する化学物質の種類と使用量を抑え、またその影響

が不明な場合には事前に関係者と協議して進める予防原則を踏まえて利用します。

生態系

自然の循環と多様性が守られるよう配慮する

何万年もの歴史を経て地球上の生き物の生存を支え、浄化・再生能力によって我々の暮らしを成り立たせつづけてきた微妙な

生態系、生物の多様性を尊重し、これを維持保全することをめざします。

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値

経済価値

社会価値

住まい手価値

　私たちの社会と暮らしが大切な地球の資源とそこに成り立つ多様な自然から

生み出されたことを常に意識しています。環境保全、地球温暖化防止に貢献す

る住宅産業の役割と責任を自覚し、私たちは住宅が環境に与える影響をライフ

サイクルを通して把握し、その負荷を削減するための対策を進めています。
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サステナブル・ビジョン

事業価値の根底にある社会と共有する価値

経済価値

知恵と技

「サステナブル」な価値を創造する知恵と技術の蓄積

資源・エネルギーと時間の生産性を高め、環境・社会と調和する知恵、技術、プロセスを開発、蓄積し、「サステナブル」な商品

とビジネスモデルを提供しつづけます。

地域経済

地域経済の活性化

住まいの提供を行う各地域において、地元の材やサービスを活用し、その波及効果を創り出すことを通じて、地域内での価値

の循環による経済の活性化を図ります。

適正利益と社会還元

適正な企業利益の追求と社会への還元

事業の持続的成長をめざして適正な利益を追求し、またその過程において関与するお客様、取引先、従業員、株主、地域など

のさまざまな関係者への適正な経済価値の配分を行います。

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値

経済価値

社会価値

住まい手価値

　住宅産業は広く社会や経済の活性化に寄与する裾野の広い

事業です。新しい技術やサービスも持続可能な社会、住環境と

暮らしを豊かにするために還元していきます。魅力的な付加価

値を多くの人に提供し、得られた利益を社会に還元する経済の

良好な循環をめざしています。
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　暮らしの器である住まいを提供することは、生活文化を継承し、

創造していくこと。美しいまちなみといきいきとしたコミュニティを育

むことが私たちの役割です。コンプライアンスをすべてのベースとし

つつ、豊かなコミュニケーションを推進し、新しい社会の構築に寄与

します。

サステナブル・ビジョン

事業価値の根底にある社会と共有する価値

社会価値

共存共栄

社会のさまざまな関係者との信頼と共感に基づく共存共栄の関係の構築

法の遵守はもちろん、企業市民として積極的に社会貢献活動に従事するとともに、企業活動を通じてつながる現在および未来

のすべての人々との双方向コミュニケーションと協働を深め、信頼と共感を醸成し、公正かつ共存共栄の関係を築きます。

地域文化と縁起こし

地域文化の継承・醸成とコミュニティ育成

地域の多様な文化を継承・醸成しながら、年が経つとともに美しいまちなみ・景観をつくり、「血縁」「地縁」「知縁」の「縁起こし」

の拠点となるコミュニティ育成に貢献します。

人材づくり

「サステナブル」な価値を創出する人材づくり

従業員の多様性を高め、視野を広げ、人間愛に満ちた「サステナブル」な価値創出の能力を開発し、業務を離れた場面におい

ても社会に貢献できる人材をつくります。また、従業員のワーク・ライフ・バランスを整え、やりがいを提供することで、能力を発揮

できる環境を整えます。

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値

経済価値

社会価値

住まい手価値
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サステナブル・ビジョン

事業価値の根底にある社会と共有する価値

住まい手価値

永続性

末永く愛され、時とともに値打ちを高める住まいづくり

年月とともに成熟する佇まいを持ち、暮らしの変化に対応して永く愛され、住み継がれる住まいを創り、適正なライフサイクルコ

ストを実現し、時とともに値打ちの出る住まいの提供をめざします。

快適さ

穏やか、健やかで快適な暮らしの提供

ユニバーサルデザインや防災、防犯、カスタマーズサポートや最適なリフォーム提案などすべての人にとって安全、安心、健

康、快適な住まいを提供します。

豊かさ

永きにわたる豊かさの提供

家族の想いに応えるコンサルティング・ハウジング（「私だけの一邸」）を通じて、家族や近隣、自然とのふれあい、美しさ、楽し

さを創り出し、永きにわたり住まい手の心の豊かさを実現する住まいを提供します。

　家族の想いに応える住まいを提案し、すべての人々が生涯、安

全・安心で快適に暮らせるための性能を提供します。永く住み継

がれる住まいづくりに努め、住まいの資産価値を守ることも私た

ちの役割です。自然や社会との関係を考えた提案によって末永く

快適な暮らしを支え、住まい手の価値を高めます。

サステナブル・ビジョン4つの価値

環境価値

経済価値

社会価値

住まい手価値
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事業価値の根底にある社会と共有する価値

中期経営ビジョン「S-Project」

2004年10月に策定・発表した中期経営ビジョン「S-Project」では、従来のCS（顧客満足）、SS（株主満足）、ES（従業員満足）の

三位一体の向上に加え、CSRを経営の基本とし、すべてのステークホルダーに対して誠実にその責任を果たす企業となることを

目標に掲げました。

財務体質の健全化が2003年に完了したことを踏まえ、単なる売上・利益成長ビジョンにとどまらず、業界のトップ企業としての

社会的な責任を果たし、新たに企業としての「成長」を強く意識した構造改革として位置付けています。

中期経営ビジョンを具体化し、CSV戦略を展開。サステナブルな企業づくりに生かしています。

中期経営ビジョン「S-Project」

【関連項目】

CSR委員会とCSR推進体制

ステークホルダーコミュニケーション指針



ブランドビジョン「SLOW & SMART」
- 73 -

事業価値の根底にある社会と共有する価値

ブランドビジョン「SLOW & SMART」

中期経営計画とブランドビジョン

積水ハウスグループは2010年度中期経営計画が順調に進んだことを踏まえ、事業ドメインを「住」に特化した成長戦略を展開

し、成長を加速するため2012年11月に新たに中期経営計画を策定しました。

新たな中期経営計画では、これまで手掛けてきた多岐にわたる先進技術や暮らし方の提案等を、統一したブランドビジョン

「SLOW & SMART」に集約しました。

心地よさの実現とそれを支える技術

やすらぐ、くつろぐ、味わう、楽しむなど、住宅の普遍的な価値はその心地よさにあります。そして、これらを実現するためには

確固たる先進技術が必要になります。当社はこの考えを「SLOW & SMART」ということばで表現しています。お客様にご満足いた

だき、社会的責任を果たすためのブランドビジョンとして位置付け、日々業務に取り組んでいます。

「SLOW & SMART」 ホームページ

住まいの基本性能（6要素）と「いつも今が快適」な暮らし提案（5要素）に関する技術力でお客様の豊かで心地よい暮らしを提

供することが「SLOW & SMART」の具現化です。

http://www.sekisuihouse.co.jp/slow-and-smart/
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住まいの基本性能に関する先進技術

①自由設計とオリジナル構法

お客様にとってオンリーワンの住まいをオーダーメイドで設計します。安全・安心を実現する構法はユニバーサルフレーム・シ

ステム（軽量鉄骨構法）、βシステム構法（重量鉄骨構法）、シャーウッド構法（木造住宅）です。

「積水ハウスの戸建住宅」 ホームページ

②エコを実現する省エネ技術

省エネ・創エネで快適な生活を実現するとともに地球環境にも配慮します。

地球温暖化の防止

③家族を守る耐震技術

地震に耐える耐震構造の他、揺れを抑える制震構造、免震構造などを用意しています。

「ユニバーサルフレームシステム」 ホームページ

省エネと防災を両立する省エネ・防災仕様

「地震と住まい」 ホームページ

④空気にも配慮した健康技術

5つの化学物質（ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン）について居住時の濃度を国の指針値の2

分の1以下に低減した空気環境配慮仕様「エアキス」を用意しています。

空気環境配慮仕様｢エアキス｣の普及／「エコチル調査」企業サポーターとして活動

⑤美しく強いオリジナル外壁

美しく意匠性に富み、耐久性も考慮した多様な外壁を用意しています。

「DYNE・CONCRETE（ダインコンクリート）」 ホームページ

「ECORDEC（エコルデック）」 ホームページ

「SHウォール」 ホームページ

「シャーウッド構法」 ホームページ

⑥高品質を維持する技術

生産品質、施工品質の向上に取り組んでいます。

「生産体制」 ホームページ

「施工体制」 ホームページ

CSV戦略③生産・施工品質の維持・向上

http://www.sekisuihouse.com/support/sup04.html
http://www.sekisuihouse.com/products/shawood/wall.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/wall/wal04.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/wall/wal09.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/wall/wal01.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/earthquake/index.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/safety/structure/str01.html
http://www.sekisuihouse.com/index.html
http://www.sekisuihouse.com/support/sup03.html
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新しい住まい価値提案に関する先進技術

①スマートUD ～末永く住まうための生涯住宅提案～

心地よさをプラスした独自のユニバーサルデザインをご提案しています。

「スマートユニバーサルデザイン」 ホームページ

②家族のカタチ ～多様な家族の住まい方提案～

家族が集まって住むカタチは多様です。お客様のライフステージに応じて、1.5世帯、2世帯、2.5世帯、3世帯などn世帯分のスタ

イルを提案しています。

「積水ハウスのキッズでざいん コドモイドコロ」 ホームページ

「トモイエ 共働きファミリーが暮らす家」 ホームページ

③スローリビング ～自然とつながる豊かな暮らし提案～

生活スピードをゆるめ、ゆったりした時間をとりもどす空間を提案しています。

「BeSai+e（ビー・サイエ）」 ホームページ

④私のスタイル ～趣味やこだわりを実現する提案～

ご家族のライフスタイルやこだわりを様々な提案で実現に導きます。

「ライフスタイル提案」 ホームページ

⑤グリーンファースト ～エナジーフリーの住まい提案～

ご家族のライフスタイルやこだわりを様々な提案で実現に導きます。

次世代の「快適性」、「経済性」、「環境配慮」を実現します。

「Green First（グリーンファースト）」 ホームページ

http://www.sekisuihouse.com/products/greenfirst/
http://www.sekisuihouse.com/style/
http://www.sekisuihouse.com/products/steel2/besaie/flash_02.html
http://www.sekisuihouse.com/style/suggestion/tomoie/index.html
http://www.sekisuihouse.com/style/suggestion/kids/index.html
http://www.sekisuihouse.com/technology/universaldesign/index.html



